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武井秀夫先生を送る
鈴 木 伸 枝
それは２００７年の暮だった。私は、翌年からの採用が決まり、初めて千葉
大学文学部の文化人類学講座を訪問することになり、長崎から飛行機に乗っ
た。到着がやや遅れ、少々あわてながら言われたとおりにエレベータをあが
り、廊下を左に進み、突き当り近くまでやってきた。その外にある非常階段
で、一人の男性が煙草の煙をくゆらせながら、立ったまま文庫本を読んでい
る姿が目に留まった。その煙は、私が学んだ大学院の教員が吸っていたイン
ドネシアの煙草のような香りがした。近くでうろうろしている私に気付いた
男性は、「あ、鈴木さん？」と尋ねてきた。それが、初めてお会いした武井
秀夫先生の最初の一言だった。穏やかな声と振る舞いに、ホっとしたことを
覚えている。あれから５年。武井先生が講座を去られる時がついに来てし
まった。
千葉大学文学部の文化人類学講座では、これまでやや「変わった経歴の人
物」が多く教鞭をとってきた。初代の教授は海外で業績を積んだ方だったが、
後継者の武井先生は、文化人類学者になる前は、関東逓信病院で癌を治療し
ていたという。勤務で遅くなったときは、同僚を誘って六本木でストレスを
解消し、翌日その足で職場に向かったこともあるそうだ。そのような時は、
病院の治療台で仮眠をとったという。ありがたいことに、メスを持って手術
室に直行はしなかったらしい。
しかし、当時はかなりなところ「不治の病」であった癌に外科医として戦
いを挑みながらも、次第に西洋医学の治療や思考に疑問を覚え、文化人類学
の視点から西洋医学の相対化を試みるという大胆な方向転換を図ったそう
だ。また、東大時代に同じ癌治療をしていた同僚を、正にその病で亡くした
時の心情を、数年前、語ってくれたことがあった。そのような経験をしたこ
とをも、人生の大転換の引き金になったのかもしれない。
１
東京大学の学部に編入しなおした後、大学院に進み、その頃は「日本から
一番遠いところに行きたい」と、多くの文化人類学を目指す学生たちが抱く
夢を、武井先生も持っていたそうだ。時に仙人のような雰囲気を醸し出す武
井先生にあっても、「そうだったのか」と思うと微笑ましい。そして、南米
はベネズエラ、それもアマゾン川の奥地を目指し、夜を徹して歩いた先で
（おそらく先の六本木での経験を生かしながら）、先住民の神話の口述を書
き取り、呪術を習い、彼女・彼らの生活世界や医療行為に接近し、幻覚、憑
依、シャーマニズム、栄養、死、時間概念、制度的医療の流入などなど、多
岐にわたり研究をされた。時には、自らが持つ医療の知識と論理をもって相
手の文化ロジックを推察し、「ふむ、ということは、これはこうで、あれは
ああなるのか」などと図星の質問をぶつけ、相手をたまげさせたともいう。
外科医を辞めた後も、分析の「切れ」や人の行動の理解は、メスのシャープ
さ以上だと分かるエピソードである。
近年は、ベネズエラ奥地でのフィールドワークが命を脅かすほど危険に
なったこともあり、調査地を中米のパナマと南米のチリに移している。チリ
では、２００６年から「グローバル化する国内政策下の社会的少数者・弱者ア
イデンティティ構築プロセス」という科研プロジェクトを展開し、調査の中
心は、チリの南部地域から首都ブエノスアイレスに移住してきた先住民のマ
プーチェ族の「ケア」行動についてである。このプロジェクトでは、これま
で蓄積してきた医療人類学研究に加え、「ケア」という概念の検証を行って
いる。一方で、高齢化する「北」の世界、graying Northの中でも先端
を行く日本では、ケア概念の考察は重要性を増しているため、チリやマプー
チェ族のケアからわれわれが習うことは多いだろう。そうした意味で、武井
先生には退職後も是非とも積極的に知的貢献をし続けてほしい。
しかし、他方で、先生が現在チリをこよなく愛する理由は、研究以外にも
ある。それは、いま世界が注目する（チリ）ワインであり、「ダンディ」で
知られる武井先生のファッション感覚を満たすものが、多文化のチリには数
多くあるからだ。実際、文化人類学やカルチュラル・スタディースの分野で
は、ファッションは侮れないトピックでもある。実は、武井先生はカジュア
ル・ブランドの服で身を固めている。それも日本仕様のものではなく、「色
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が日本とはちょと違う」などの理由でシャツからセーターまでチリでそろえ
た服に身を包み、服に合わせたのか、薄い茶色に染めた髪の上に、夏はパナ
マをかぶって颯爽と立ち現われるのである。文化人類学には、「フィールド
ワークの父」として知られるＢ・マリノフスキーの「ネイティブの肌の中に
入り込め」という金言があるけれども、先生はそれを実践したうえで、楽し
んでもいることがうかがえる。文化人類学の実践では、長期にわたり「常識」
の異なる人々や社会と「四つに組む」ことが要求される。時にそれは苦労の
連続ともなるが、そうした中で、武井先生はそれを楽しむ術も教えてくれて
いる。
もう一つ、武井先生のお人柄を表すことがある。それは、新しいもの好き
ということだ。iPhoneやiPad、新着のラップトップなどを講座の他教員よ
りも、学生よりも、誰よりも先に入手し、調査実習の授業などでは、ゼミの
テーブルに着いたままiPhoneを操り、現地情報を提供するなどといったこ
とをする。ただし、電波がONになっているので、授業中に電話がかかって
くることもしばしばあったのだが…。
このような異文化や新しいもの、否、新しいアイデアを楽しむ姿勢を貫く
武井先生は、教員が３人だけという行動科学科の中でも最小で、それがゆ
えに問題を抱えやすい講座の運営にあたっても、柔軟な対応をしてくださっ
た。ある時、私は海外出張から帰れなくなってしまい、予定していた到着の
翌日には抜けられない校務が待っていた。急きょ先生に連絡をすると、「帰
れないなんてことはよくあるから」と嫌みの一言もなく、飄々と私の仕事を
代行してくださった。若いときは「口角泡を飛ばす」やり取りをされたこと
もあるようだが、私が在籍した５年間ではそのようなこともなく、先生の
ご寛容さは感謝に堪えない。しかしながら、講座あるいは学科に外部から圧
力がかかるような場合、時に学科長として、時に「長老」（の一人）として
異議申し立ての矢面にも立ってくれる、そんな勇気も併せ持っていること
は、頼もしい限りだった。
武井先生を送るに当たり、最後に学生からのコメントも紹介したい１。学
１ 本稿の執筆にあたり大学院生・卒業生の、工藤由美、鈴木隆雄、河合文、渡辺
浩平、佐藤圭悟さんから貴重な情報、協力を得た。
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生曰く、武井先生の指導は、禅公安のように、学生自身が「悟る」ことがで
きる材料を、一つでだめなら二つ、二つでだめなら三つと提供すること、そ
して彼女・彼らが「ひらめく」まで待つことが中心だったという。こうした
禅問答のような授業は、場合によって、あるいは学生によっては、大きな
「外科手術」や「癌治療」となったことは間違いがない。また、障がいとと
もに生きる学生から入学相談を受けた時は、スカイプを使った授業を提案す
るなどの対応もしている。それ故、武井先生の忍耐強さ、教育手法、既存の
やり方にこだわらない姿勢に、多くの学生たちは深く感謝している。
また、研究や調査をする、人と向き合うための「身構え」を習ったという
学生も多い。文化人類学は、調査の対象である人々との付き合いは、「頭＝
理論」あるいは「理性」だけではできない。理由は一つ、相手がある文化を
生きる生身の人間だから、である。そのため、「体」や「感覚」から接近す
ることがある一方、ルールの異なる「建前」や「序列」「秩序」といったも
のを重要視する管理職や官僚との折衝もあり、人との付き合いにおける想像
しうるすべてのカードに加え、不測の事態に対応できる実戦感覚を持ち合わ
せている必要がある。そして、それを異文化という文脈で、あるいは自らが
他者・部外者という立場でこなすことが求められている。武井先生は、アマ
ゾン各地で、パナマで、チリで、マジョリティやマイノリティという多種多
様な人々との付き合いをこなし、さらにはどのような質問をぶつけられよう
とも丁寧にスペイン語で答え、説明し、おまけに冗談には冗談で切り返す。
そのような調査姿勢から文化人類学を習うこと、実践することの奥深さを
習った学生は多い。
本稿が出版されるころ、武井先生は、大学、学部、学科、講座などの大小
さまざまな重責から解放され、チリの色彩豊かな「人」や「文化」を、制約
されることなく楽しめる「時」を獲得しているのであろう。それは、文化人
類学基礎や普遍の授業で学生たちに示した「近代社会」の分刻みの時を超え
た「多様な時」を、自らのものにできることを意味している。先生のご研究
および教育における偉業に敬意を表しつつ、そうした時が獲得できた武井先
生の今後のさらなるご活躍を祈ってやまない。
武井先生、ただし、一つだけお願いがあります。「医者の不養生」だけは
千葉大学 人文研究 第４２号
４
しないでください。そうすれば、ワインもファッションも「ラテンの時間」
も独り占めできるし、翻って、先生が今後もますますご活躍されることで、
卒業生や私たちも引き続き「変わった人物」や「禅公安」も楽しめるのです
から。
武井秀夫先生 略歴
学歴
１９７３年３月 東京大学医学部医学科卒業（医学士）
同６月 医師免許取得（医籍登録番号・第２１９４５６号）
１９８２年３月 東京大学教養学部教養学科第一・文化人類学分科卒業（教養学
士）
１９８４年３月 東京大学大学院社会学研究科文化人類学専門課程修士課程修了
（社会学修士）
１９９０年３月 東京大学大学院総合文化研究科文化人類学専攻博士課程単位取
得満期退学
取得学位
１９７３年 医学士
１９８４年 社会学修士
職歴
１９９０年４月 天理大学おやさと研究所助教授
１９９２年４月 天理大学国際文化学部助教授
１９９４年３月 千葉大学文学部行動科学科助教授
１９９５年４月 千葉大学大学院社会文化科学研究科博士課程 授業担当
１９９６年４月 大阪大学医学部講師併任（２００４年３月まで）
１９９７年４月 国立民族学博物館助教授第４研究部併任（１９９８年３月まで）
１９９８年４月 千葉大学文学部行動科学科教授
１９９９年４月 国立民族学博物館先端民族学研究部教授併任（２００１年２月ま
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で）
２００６年４月 千葉大学大学院人文社会科学研究科博士前期課程公共研究専攻
授業担当
千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程公共研究専攻
授業担当
非常勤講師：長崎大学熱帯医学研究所熱帯医学研修コース、大阪大学人間科
学部、愛知教育大学、天理大学国際文化学部、聖心女子大学文
学部、東京大学大学院医学系研究科、九州大学文学部、石川県
立看護大学、東邦大学医学部、北海道大学文学部、千葉県立保
健医療大学
学会及び社会における活動
１９８３年１月～現在 日本民族学（日本文化人類学）学会会員
１９８６年８月～１９９４年 日本保健医療行動科学会員（評議員）
１９９３年４月～現在 日本熱帯医学会員（１９９７年より評議員）
１９９５年６月～現在 日本生命倫理学会員
２０００年６月～２００５年１１月 国際協力機構・チリ国身体障害者リハビリテー
ション・プロジェクト国内委員会オブザーバー
２００１年８月～２００５年１２月 「ファイザープログラム――心とからだのヘルス
ケアに関する市民活動支援」選考委員
２００３年１月～２０１０年１月 介護事業所「いすみネットワークの会」研修会
講師
２００４年６月～２００５年７月 国際協力機構・チリ国身体障害者リハビリテー
ション・プロジェクト・チーフ・アドバイザ
２００７年８月～２００９年１２月 「ファイザープログラム」選考委員長（０７年度新
規、０８、０９年度継続助成を担当）
２０１２年８月～現在 「ファイザープログラム」新規助成選考委員長
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武井秀夫先生 主な業績
【著書】
（共著）
０１ １９９０a 『民族文化の世界（上）――儀礼と伝承の民族誌――』阿部
年晴他編、小学館刊、「トゥユカ族の災因論と呪文」（３８０―４０３
頁）を担当。
０２ １９９０b 『病むことの文化』波平恵美子編、海鳴社刊、平成２年５月、
「ウィシグをめぐる考察」（１２２―１４９頁）を担当。
０３ １９９１ 『現代と仏教』（「大系 仏教と日本人」第１２巻）佐々木宏幹
編、春秋社刊、「死の判定と仏教的生命観」（２７１―３１５頁）を
担当。
０４ １９９２a 『人類学と医療』（講座『人間と医療を考える』第４巻）波平
恵美子編、弘文堂刊、「保健所という名のカーゴ――北西ア
マゾンにおける制度的医療の受容の一側面――」（４４―６９頁）
を担当。
０５ １９９２b 『木の実の文化誌』松山利夫・山本紀夫編、朝日新聞社刊、
平成４年９月、４項目、（２２６―２３９頁）を担当。
０６ １９９３ 『老人看護必携』鎌田ケイ子編、へるす出版刊、平成５年４
月、共著：「高齢者とは？」（９―１４頁）を担当。
０７ １９９４a 『宗教人類学』佐々木宏幹・村武精一編、新曜社刊、「医療と
宗教」（２１５―２２４頁、２２７―２２８頁）を担当。
０８ １９９４b 『ラテンアメリカ 宗教と社会』、Ｇ・アンドラーデ・中牧弘
允編、新評論刊、「宗教と医療の多元主義――北西アマゾン
先住民の場合――」（２４３―２７１頁）を担当。
０９ １９９５ 『酒づくりの民族誌』、山本紀夫・吉田集而編、八坂書房刊、
平成７年１１月、「ププニャの酒ンネコ」（３１―３８頁）を担当。
１０ １９９７a History of Ideas in Surgery , Y. Kawakita& S. Sakai eds,
The Taniguti Foundation-Ishiyaku-EuroAmerika,“Incising
the Cosmos: Surgical Ideas in Shamanistic Medicine of an
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Eastern Tucanoan Group of Northwest Amazonia”, pp.４３―
６７を担当。
１１ １９９７b 『儀礼とパフォーマンス』（「岩波講座 文化人類学」第９巻）、
青木保他編、岩波書店刊、「病と儀礼――病院の探検――」
（５１―７８頁）を担当。
１２ １９９８ 『多文化間精神医学』（「臨床精神医学講座」第２３巻）松下正
明他編、中山書店刊、「フィールドワークの実践と文化精神
医学」（２９１―３０６頁）を担当。
１４ １９９９ 『住まいにつどう シリーズ建築人類学・世界の住まいを読
む』佐藤浩司編、学芸出版社、「失われたつどいの場――トゥ
ユカ・北西アマゾンの焼畑農耕民・コロンビア」（２２７―２４８頁）
を担当。
１５ ２０００ 『自然の音・文化の音――環境との響きあい 講座 人間と
環境第５巻』山田陽一編、昭和堂、「コスモスの音を聞く
――北西アマゾンの生活と音の森」（１５９―１８７頁）を担当。
１６ ２００２ 『サイケデリックスと文化――臨床とフィールドから』武井
秀夫・中牧弘允編、春秋社、「序論１「帰還後」を生きると
いうこと」（３―７頁）を担当。
１７ ２００４a 『現代医療の民族誌』近藤英俊・浮ヶ谷幸代編、明石書店、
「『抑制』をめぐる知識と現実」（２５９―２８５頁）を担当。
１８ ２００４b 『言語と身体――聖なるものの場と媒体 岩波講座 宗教
第５巻』池上良正他編、岩波書店、「幸福の心身論」（１８１―２０９
頁）を担当。
１９ ２００５a 『現代医学と社会――〈医学概論〉講義』森本兼曩監修、駒
沢伸泰編、朝倉書店、「医療行為論」（１７１―１９６頁）を担当。
２０ ２００５b Rehabilitacio´n con Base Comunitaria: Experiencias, Desaf l´osy
Proyecciones del INRPAC . C. Garcl´ay A. Gutie´rrez, eds,
Santiago : InstitutoNacional de Rehabilitacio´n Pedro
～Aguirre Cerda（INRPAC）.“ResenaHisto´rica”（８―１８頁）と
“Modelo RBC en INRPAC”（２８―３４頁）を担当。
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２１（校正中）『講座ケア ケアとは何だろうか』廣井良典編、ミネルヴァ
書房、「第４章ケアの人類学」を担当。
【論文】
（単著）
０１ １９８６ 「クリニカル・メディシン・メン――「臨床人類学」運動
考――」『理想』６２７：２１１―２１８。
０２ １９８９a 「アマゾンのシャーマニズムと憑依」『文化人類学』６：１５９―
１７３。
０３ １９８９b 「医療人類学の課題」『メディカル・ヒューマニティ』４：１１―
１７。
０４ １９９０ 「死の場所とクオリティ・オブ・ライフ」『看護』４２：５０―５７。
０５ １９９１a 「素人療法と言うなかれ」『教育と医学』４：２５―３２。
０６ １９９１b 「生態系の一部としての栄養不良症――北西アマゾンにおけ
る適応をめぐる一考察」『日本保健医療行動科学会年報』６：
１１２―１３３。
０７ １９９１c 「タバコとタバコホルダー――あるいは宇宙大のインセスト」
『社会人類学年報』１７：１２９―１４７。
０８ １９９２ 「様々な理解――人は医療の場から何を学ぶか」『日本保健医
療行動科学会年報』７：８９―１０３。
０９ １９９３a 「国際医療協力と文化人類学の展望」『メディカル・ヒューマ
ニティ』２２：３０―３９。
１０ １９９３b 「医療における文化と心理――あるいは『苦』の人類学」『社
会心理学研究』８：１３５―１４４。
１１ １９９５ “Modification of strategy needed for tropical infections
disease control”『日本熱帯医学会雑誌』２３：４０―４１。
１２ １９９６a 「生命の値段と生命の尊厳――第３世界から考える」『現代生
命論研究』（日文研叢書９）、国際日本文化研究センター、
２８３―２８９頁。
１３ １９９６b 「文化人類学から見た開発途上国における衛生・健康教育」『長
武井秀夫先生を送る
９
崎大学熱帯医学研究所研究集会報告書 熱帯地域で有効な熱
帯病対策のひとつとしての衛生教育・健康教育』、１２４―１３４
頁。
１４ ２００９ 「ケアをどう捉えるか――ケアの民族誌的記述に向けて――」
『ケアの民族誌のための方法論』武井秀夫編、（千葉大学大
学院人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書第２２１集）、
１―１０頁。
１５ ２００９ 「ケアを考える」『人文社会科学研究』１９：１―１７。千葉大学大
学院人文社会科学研究科。
１６ ２０１０ 「開発への参加の一側面――参加者の動機と志向性について」
『途上国、伝統文化、そして開発』武井秀夫編（千葉大学大
学院人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書第２２２集）、
１―１５頁、２０１０年３月。
（共著・研究ノート）
０１ ２００７ 「医療的世界――その人間像の探求――」岩佐光広、工藤由
美、武井秀夫、『人文社会科学研究』１５：１１７―１２８、千葉大学
大学院人文社会科学研究科、１１７―１２０頁を担当。
【翻訳】
０１ １９８９ 『医療の人類学』、波平恵美子監訳、海鳴社、第５部序文
（４８２―４８６頁）、第１５章（３９１―４１２頁）、第１７章（４４１―４６８頁）、
第１９章（４８７―５１１頁）の翻訳、および全巻の医学用語の校閲
を担当。Original: L. Romanucci-Ross, D. Moerman, L.R.
Tancredi, eds, The Anthropology of Medicine: From
Culture to Method . Northants, UK: Abbey Publishing
（１９８５）.
【その他】
０１ １９８８ 「仏教から見た脳死」『Ｇ・TEN』第３７号、天理やまと文化会
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議事務局、２４―３３頁。
０２ １９８９ 「重なり合う音、うずくまる時――北西アマゾンの音の世
界――」『ポリフォーン』第４号、特集「音楽と時間」、サン
トリー音楽財団編・TBSブリタニカ、１４―２３頁。
０３ １９９０a 「世界の始まりを求めて」『イマーゴ』７月号、青土社、６８―７５
頁。
０４ １９９０b 「白い粉と緑の葉」『ユネスコ』７月号、日本ユネスコ協会連
盟刊。
０５ １９９０c 「脳と文明」『Ｇ・TEN』５４号、天理やまと文化会議、６６―７２
頁。
０６ １９９０d 「癒しとセルフケア」『医療人類学ニューズレター』第１３号（Vol.
３（４））、医療人類学研究会（大阪）、１頁。
０７ １９９１a 「他界を粧う――アマゾンの赤と黒――」『イマーゴ』４月号、
青土社、１６０―１６８頁。
０８ １９９１b 「密林で出会った死」『ハッピーエンド』５９号、ハッピーエン
ド通信社、１８２―１９６頁。
０９ １９９１c 「カタツムリの殻でつくる嗅ぎタバコ入れ」『季刊民族学』５８
号、千里文化財団、４６頁。
１０ １９９２a 「高齢者のQOLとは？」『医療の広場』第３２巻第４号、厚生
共済会、３４―３８頁。
１１ １９９２b 「家族と死を迎えることについて――Ｌさんのこと、Ｏさん
のこと――」、『臨床看護』５、６月号、へるす出版、
６８９―６９２頁、８４８―８５３頁。
１２ １９９２c 「主治医はシャーマン――アマゾンの虫刺され――」『大阪保
険医雑誌』１２月号、大阪府保険医協会、１頁。
１３ １９９３a 「アマゾン先住民の医療観」『日経メディカル』臨時増刊号、
日経BP社、１２５―１２８頁。
１４ １９９３b 「語ること、それはすなわち治ること」『アズ』２８号、新人物
往来社刊、４４―５１頁。
１５ １９９３c 「北西アマゾン先住民の神話にみる環境の知恵」『グローバル
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ネット』１２月号、地球・人間環境フォーラム、２―３頁。
１６ １９９４ 「チチを知らない子供たち」『文藝』秋季号、河出書房新社、２７３
頁。
１７ １９９５a 「医療人類学」『人類学がわかる』（AERA Mook ８）、朝日新
聞社、２２―２３頁。
１８ １９９５b 「コロンビア・アマゾンの音楽」『ラテンアメリカの音楽と楽
器』、NHKきんきメディアプラン、４４―４５頁。
１９ １９９５c 「『治療の書』――単純で当たり前の治療哲学の原理――」『気
で治る本』（別冊宝島２２０）、宝島社、１５１―１５４頁。
２０ １９９５d 「内なるコスモスのズレと異常性」『Ronza』３号、朝日新聞
社、１３９―１４１頁。
２１ １９９５e 「『世界』を表象するシャーマンの椅子クムロ」『季刊民族学』
７３号、千里文化財団、５４―５５頁。
２２ １９９６a 「世界の伝統医学 序論：エスノメディシンの世界から」『医
道の日本』４月号、医道の日本社、５―１０頁。
２３ １９９６b 「世界の伝統医学 序論：エスノメディシンの世界から」『医
道の日本』５月号、医道の日本社、５―１０頁。
２４ １９９６c 「『廃虚』への帰還――『脱マインドコントロール』という『救
済』――」『創文』３７８号、創文社、６―９頁。
２５ １９９６d 「世界の伝統医学 マレー人農村の民間医療の一つの読み方」
『医道の日本』１０月号、医道の日本社、５―８頁。
２６ １９９９ 「幻覚、ヴィジョン、シャーマニズム」『文化のこころ』３：
４９―５５。
２７ ２００１a 「健康の源・トウガラシ」『ヴェスタ』４２：６。
２８ ２００１b 「シャーマンから生まれた魚」『ヴェスタ』４２：７。
２９ ２００１c 「アマゾンの栄養」『ヴェスタ』４２：１６―２１。
３０ ２００４ 「『わたしの』レストラン――その空間と文化――」『ヴェスタ』
５４：２―７。
３１ ２００６ 「植物とのコミュニケーション」Mind-Body Science ,１６、人
体科学会、２００６年３月、１４―１５頁
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３２ ２０１１a 「ソースってなんだろう？」『ヴェスタ』８２：１０―１３。
３３ ２０１１b 「南米のアヒ（aj l´）」『ヴェスタ』８２：３２―３３。
武井秀夫先生を送る
１３
